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ど
、
過
去
５
０
０
年
で
最
悪
の
渇
水
状
況
が
続
き
、
欧
州
大
陸
の
47
％
が
干
ば
つ
の
影
響
を
受
け
、

農
作
物
収
穫
の
減
少
、
国
際
河
川
を
利
用
し
た
物
資
の
舟
運
量
の
減
少
、
火
力
・
原
子
力
発
電
所

の
稼
働
率
低
下
（
河
川
水
を
冷
却
水
と
し
て
い
る
）、
さ
ら
に
山
火
事
の
頻
発
を
引
き
起
こ
し
て

い
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
ス
イ
ス
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
は
、
こ
の
２
年
間
で
国
内
氷
河
の
10
％
が
失
わ
れ
、
こ
の
量

は
、
過
去
30
年
間
（
１
９
６
０
─
１
９
９
０
年
）
に
失
わ
れ
た
氷
河
量
に
匹
敵
す
る
と
発
表
し
て

い
る
。（
２
３
年
９
月
28
日
）

１
．
欧
州
の
河
川
を
潤
す
“
ス
イ
ス
の
水
資
源
”

　

ス
イ
ス
の
河
川
水
、
積
雪
や
氷
河
を
含
め
た
水
資

源
は
、
欧
州
の
淡
水
源
の
約
６
％
を
有
し
て
い
る
。

欧
州
の
主
要
国
際
河
川
、
例
え
ば
ロ
ー
ヌ
川
、
ラ
イ

ン
川
、
ド
ナ
ウ
川
、
ポ
ー
川
（
イ
タ
リ
ア
）
の
源
流

は
す
べ
て
ス
イ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ら
国
際
河
川
を
流

れ
る
「
ス
イ
ス
の
水
」
の
割
合
は
、
年
間
降
水
量
や
、

ア
ル
プ
ス
の
積
雪
や
氷
河
の
融
解
水
量
に
よ
り
変
動

す
る
が
、
ス
イ
ス
連
邦
環
境
省
（
Ｂ
Ａ
Ｆ
Ｕ
）
の
調

査
に
よ
る
と
年
間
平
均
流
量
割
合
は
、
ラ
イ
ン
川
が

約
45
％
、
ロ
ー
ヌ
川
約
20
％
、
ポ
ー
川
約
10
％
、
ド

　

ア
ル
プ
ス
の
氷
河
、
数
多
く
の
湖
、
清
流
河
川
な
ど
豊
富
な
水
源
を
持
つ
ス
イ
ス
、
長
い
間
ス

イ
ス
は
「
欧
州
の
給
水
塔
」
と
し
て
欧
州
の
人
々
の
暮
ら
し
や
経
済
を
支
え
て
き
た
。
昨
年
（
２

０
２
２
年
）
欧
州
が
過
去
５
０
０
年
で
最
悪
の
渇
水
に
見
舞
わ
れ
た
時
、
ス
イ
ス
は
無
縁
と
思
わ

れ
て
い
た
が
、
国
内
の
渇
水
調
査
が
進
む
に
つ
れ
、
悲
惨
な
渇
水
状
況
が
明
ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

同
国
の
ル
ガ
ー
ノ
湖
、
ル
ツ
ェ
ル
ン
湖
、
コ
ン
ス
タ
ン
ツ
湖
、
ヴ
ァ
ー
レ
ン
湖
で
史
上
最
低
の

水
位
を
記
録
し
、
フ
ラ
ン
ス
と
の
国
境
に
あ
る
ブ
ル
ネ
湖
な
ど
、
完
全
に
干
上
が
っ
た
と
こ
ろ
も

あ
っ
た
。
さ
ら
に
コ
ル
ド
レ
リ
オ
気
象
観
測
所
（
ス
イ
ス
最
南
端
）
は
、
同
年
40
日
間
の
渇
水
を

記
録
し
て
い
る
。

　

ス
イ
ス
大
渇
水
の
影
響
は
、
欧
州
全
体
の
経
済
活
動
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
欧
州
委

員
会
は
、
昨
年
８
月
の
観
測
報
告
書
で
は
「
欧
州
の
ほ
ぼ
す
べ
て
の
河
川
が
、
水
位
が
下
が
る
な
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水
で
あ
り
、
川
の
流
れ
や
ダ
ム
を
活
用
す
る
発
電
方
式
が
６

割
以
上
占
め
て
い
る
。
特
に
ス
イ
ス
で
は
暖
房
の
た
め
に
電

力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
冬
季
へ
の
水
の
貯
え
が
重
要
で

あ
る
。
２
０
２
１
年
末
に
、
連
邦
政
府
、
州
当
局
、
電
力
会

社
、
環
境
保
護
団
体
は
、
水
力
発
電
能
力
を
強
化
す
る
た
め

に
、
新
た
に
15
件
の
新
規
発
電
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
合
意
し
２

基
の
ダ
ム
を
山
岳
地
帯
に
建
設
す
る
計
画
に
着
手
し
た
。

　

発
電
量
が
増
え
る
こ
と
は
、
ス
イ
ス
国
内
だ
け
で
は
な
く
、

隣
国
イ
タ
リ
ア
の
ミ
ラ
ノ
、
フ
ラ
ン
ス
の
リ
ヨ
ン
、
ド
イ
ツ

の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
と
い
っ
た
ア
ル
プ
ス
近
郊
の
大
都
市
へ
も
送

電
（
電
力
輸
出
）、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。

３
．
近
隣
諸
国
と
の
水
協
定
の
見
直
し
に
着
手

　

ス
イ
ス
か
ら
欧
州
の
河
川
に
流
れ
出
る
水
量
は
、
こ
の
先
も
減
少
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。

ス
イ
ス
連
邦
政
府
と
欧
州
諸
国
は
長
い
間
、
国
境
を
越
え
た
水
資
源
や
湖
の
管
理
に
関
す
る
協
定

や
条
約
に
よ
り
、
協
調
体
制
を
築
い
て
き
た
が
、
気
候
変
動
の
激
化
に
よ
り
水
資
源
、
そ
の
も
の

が
不
足
す
る
事
態
に
な
り
、
こ
れ
ら
の
協
定
や
条
約
を
見
直
し
、
今
後
の
変
化
に
適
応
す
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
水
問
題
の
解
決
は
容
易
で
は
な
い
。

ナ
ウ
川
（
支
流
イ
ン
川
）
が
約
１
％
と
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
ま
ま
、
ス
イ
ス
の
渇
水
の
主
要
原
因
と
称
さ
れ
る
「
温
暖
化
に
よ
る
氷
河
の
消
失
と
積
雪

量
の
減
少
」
が
続
け
ば
、
そ
の
影
響
が
下
流
域
各
国
に
お
よ
ぶ
可
能
性
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
事

実
、
フ
ラ
ン
ス
の
水
資
源
機
構
（
Ａ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）
の
公
開
研
究
報
告
に
よ
れ
ば
、
ロ
ー
ヌ
川
の
最

低
流
量
は
、
過
去
60
年
間
で
減
少
傾
向
が
続
き
、
レ
マ
ン
湖
か
ら
ロ
ー
ヌ
川
へ
の
流
出
域
（
ス
イ

ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
国
境
付
近
）
で
は
７
％
、
ロ
ー
ヌ
川
の
河
口
デ
ル
タ
地
域
・
ボ
ー
ケ
ー
ル
で
は

約
13
％
の
流
量
減
少
が
観
測
さ
れ
て
い
る
。

　

国
際
河
川
流
量
の
減
少
は
、
流
域
各
国
の
農
業
生
産
、
船
舶
の
航
行
、
生
態
系
の
変
化
、
飲
料

水
の
確
保
に
大
き
な
影
響
を
与
え
、
電
力
生
産
も
無
縁
で
は
な
い
。
ロ
ー
ヌ
川
の
水
は
、
フ
ラ
ン

ス
の
約
20
基
の
水
力
発
電
所
や
４
基
の
原
子
力
発
電
所
の
原
子
炉
の
冷
却
水
に
利
用
さ
れ
て
お
り
、

流
量
の
減
少
と
河
川
水
温
の
上
昇
に
よ
り
稼
働
率
が
下
が
り
、
電
力
生
産
に
も
悪
影
響
を
与
え
て

い
る
。

２
．
ス
イ
ス
の
水
政
策

　

ス
イ
ス
の
水
資
源
賦
存
量
は
57
㎦
／
年
で
、
ス
イ
ス
人
口
（
約
８
８
０
万
人
）
の
60
年
分
の
飲

料
水
を
賄
え
る
水
量
で
あ
る
。
そ
の
水
源
は
降
雨
・
積
雪
量
と
約
１
５
０
０
本
の
氷
河
の
融
解
水

が
主
体
で
、
山
岳
地
形
が
自
然
の
貯
水
池
の
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。
５
０
０
年
振
り
の
大
渇
水

の
影
響
は
、
国
内
電
力
の
約
３
分
の
２
を
水
力
発
電
で
賄
う
ス
イ
ス
に
と
っ
て
も
、
水
源
の
枯
渇

は
死
活
問
題
で
あ
る
。
ス
イ
ス
の
水
力
発
電
の
水
源
は
ア
ル
プ
ス
山
岳
地
帯
の
雨
や
雪
氷
の
融
解
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⑴　

ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
の
水
協
定
改
定
は
難
航

　

１
９
４
０
年
代
か
ら
続
く
、
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
湖
の
水
位
を
規
定
す
る
協
定
を
見
直
そ
う
と
し
て

い
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
干
ば
つ
に
苦
し
む
農
家
を
救
済
す
る
た
め
に
ポ
ー
川
や
テ
ィ
チ
ー
ノ
川
の

水
量
を
増
や
す
よ
う
に
ス
イ
ス
に
要
請
し
た
が
、
ス
イ
ス
当
局
は
、
自
国
内
の
貯
水
量
の
不
足
を

理
由
に
イ
タ
リ
ア
の
要
請
を
退
け
た
。
地
政
学
上
の
争
い
も
あ
る
、
マ
ッ
ジ
ョ
ー
レ
湖
の
表
面
積

の
８
割
は
イ
タ
リ
ア
領
土
に
属
し
て
い
る
が
、
流
域
面
積
の
分
布
は
ス
イ
ス
と
イ
タ
リ
ア
で
半
分

ず
つ
と
な
っ
て
お
り
、
夏
季
に
大
雨
が
降
る
と
湖
の
水
位
が
急
激
に
上
昇
す
る
傾
向
が
あ
り
、
水

位
お
よ
び
水
流
量
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
難
し
い
湖
で
あ
る
。

⑵　

ス
イ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
水
争
い

　

フ
ラ
ン
ス
は
欧
州
最
大
の
農
業
生
産
国
で
あ
り
、
農
用
地
面
積
は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
17
％
を
占
め
、

農
業
生
産
高
は
Ｅ
Ｕ
全
体
の
20
％
を
占
め
て
い
る
。（
２
０
２
０
年
時
点
）

　

ま
さ
に
、「
水
無
く
し
て
、
フ
ラ
ン
ス
農
業
無
し
」
で
あ
る
。

　

特
に
、
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
灌
漑
用
水
の
需
要
が
高
ま
る
夏
季
に
大
量
の
水
が
必
要
で
あ
る
。

　

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
は
、
夏
に
向
け
た
「
水
計
画
」
を
発
表
、
冒
頭
に
「
水
は
我
が
国
に
と
り
戦

略
的
な
課
題
と
な
っ
た
」
と
述
べ
、
ス
イ
ス
へ
の
協
力
を
呼
び
掛
け
た
が
、
ス
イ
ス
は
自
国
の
水

源
枯
渇
を
理
由
に
交
渉
は
難
航
し
て
い
る
。
国
内
向
け
に
「
フ
ラ
ン
ス
・
エ
コ
ロ
ジ
ー
移
行
省
」

は
53
の
水
対
策
を
公
表
し
た
。
主
要
な
対
策
は

・
水
の
再
生
利
用
を
２
０
３
０
年
ま
で
に
10
％
に
高
め
る

・
水
道
料
金
を
使
用
量
に
応
じ
、
段
階
的
に
設
定
し
使
用
量
の
削
減
を
図
る

・
原
発
の
水
使
用
（
仏
全
体
の
水
使
用
量
の
12
％
を
占
め
る
）
を
抑
え
る
設
備
投
資

・
水
道
管
の
漏
水
対
策
に
１
億
８
千
万
€
投
資
（
平
均
漏
水
率
約
20
％
）

・
気
候
変
動
に
応
じ
た
農
業
へ
、
点
滴
農
業
の
促
進
な
ど

　

ま
さ
に
、
農
業
国
フ
ラ
ン
ス
に
と
り
「
水
資
源
の
確
保
と
節
水
は
、
国
家
の
命
題
」
と
も
言
え

よ
う
。

　　

さ
い
ご
に

　

地
球
温
暖
化
か
ら
水
資
源
を
守
る
た
め
に
は
、
全
地
球
的
で
包
括
的
な
政
策
が
必
要
で
あ
る
が
、

温
暖
化
防
止
策
は
、
長
い
時
間
と
多
額
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。
水
に
限

っ
て
の
政
策
は
、
変
化
に
応
じ
た
水
資
源
管
理
政
策
と
管
理
の
改
善
（
節
水
、
再
生
利
用
の
促
進

な
ど
）、
農
業
の
水
使
用
効
率
の
向
上
、
水
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
、
水
資
源
に
関
す
る
デ
ー
タ
収

集
と
監
視
体
制
の
強
化
、
水
資
源
に
対
す
る
企
業
、
市
民
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
へ
の
教
育
と
意

識
の
向
上
な
ど
が
、
早
急
に
求
め
ら
れ
る
時
代
に
突
入
し
て
き
て
い
る
。
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